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概要 

ユーザビリティが高くかつセキュリティ面でも安全な通信インターフェイスの開発を目的とする。本システムは、環境

センサーネットワーク情報によりユーザにそれとは意識させないままそのユーザの認証を行い、さらにユーザの意図や状

況を総合的に判断してユーザが好む形式や操作方法での情報通信機器利用を可能とする。特に、デジタルデバイドと呼ば

れる、高齢者が IT 機器を使う場合の習熟困難性を、システムのパーソナライズという形で克服する。たとえば、目が見

えにくい人には文字ベースのメールが適切な音量の音声に変換されて届き、キーボードに慣れない人は声によるガイダン

スに従い手書きペン入力でメールを送受信できるようになる。認証の具体的方式として、椅子への着席による個人認証な

らびに赤外線センサーによる継時的追跡方式を提案している。 

 

Abstract 
The goal is to develop a human-machine interface equipped with high usability and high security. 
The developed system recognizes a user automatically and unnoticeably and makes ready for several services that 
are best appropriate for the user. This system resolves the problem of so-called “digital divide” where elderly people 
feel difficulty on operation of a computer or other electronic devices. In the mail client we developed, a 
character-based email can be spoken aloud for people with bad eyes, only a pen can be available in any operation 
including writing and sending. As for person authentication, we developed two systems of a ceiling ultra-red sensor 
network for tracking people and a pressure sensor attached chair for identifying who sits in the chair. 
 
１．まえがき 

ユビキタス環境、とりわけ、生活の場において、自然で

豊かな通信を行うためには、１）場所や環境に依らず、ま

た、心理的・物理的に生活の障害とならないユーザの認証

(本研究では「ソフトな認証」と呼ぶ)方式を開発すること、

および、２）利用者の好む装置や形式で通信機器を利用で

きるようにするため、環境や利用者の嗜好に応じてシステ

ムをパーソナライズすることが必要である。後者を行うに

あたって前者が必要となる。本研究では、これらの技術を

支える基本技術はパターン認識にあると考えた。 
 本研究では、これらの技術を進めるための理論検討に加

え、前者に関しては、問題の定式化と基本技術の検討なら

びに実際例としての二つのシステムを構築した。また、後

者に関しては、電子メールに着目し、初心者や高齢者でも

簡単に無理なく操作できるメールクライアントを開発し

た。このメールクライアントにおいては、機能や入出力形

式を利用者に応じて適切にパーソナライズすることで、IT
機器を使う場合の習熟困難性を解消している。 
 

２．研究内容及び成果 
１）理論的・実践的検討に関する成果 
三つの細目課題に関して、以下の成果を得た。 
[ソフトな個人認証] 

 「ソフトな認証」に関して理論検討を行った。問題の特

殊性は：１）分類に利用できる証拠（特徴）が弱く、単一

の証拠だけでは十分な認識精度が確保できないこと、２）

一方、想定する家庭環境や小規模オフィスなどでは、分類

すべき人の数は限られるため、弱い証拠でもある程度の精

度で分類できること、３）短いもので数秒、長い場合で数

日に渡る時系列パターンを利用するため、このような時系

列データを適切に扱う必要があること、である。 
 認証方式として提案した赤外線センサーを利用した人

物追跡においては、確率的な推論が有効であるものの、計

算量的な問題が明らかになった。そこで、本研究では、よ

り単純な一次マルコフモデルを用いて確率推論を行う方

式を提案した。確率表現の単純さ故、障害物などの背景知

識を入れやすい利点が大きかった。もう一つの認証方式で

ある圧力センサーによる個人認証に関しては、サポートベ

クターマシンなどの従来の方式で十分な精度を確保でき

た。個人スケジュールの導入などに関しても DS 理論など

の証拠統合理論の利用を考え、有効性を確認した。 
 さらに、基礎となる識別方式の改善を目的として、識別

子独立型特徴選択手法の開発（論文２編）、「部分クラス法」

の精度向上方式の提案（論文１編）、カーネル識別法の一

般的化を行った（国際会議発表２件。現在、論文投稿中）。 
[人間・環境モデル] 
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状況を情報通信に限ることで個人の好みをある程度の

モデル化できることを示した。実際に、個人の嗜好を個人

プロファイルに反映させることで後述のメールクライア

ントにおいて利便性を向上させられるパーソナライズを

実現した。操作手段の選択や利用できる操作の限定までを

考慮することで、パーソナライズのレベルを一段上げるこ

とに成功したと言える。 
同様に、環境モデルをプロファイルに反映させることを

行った。人物追跡において、部屋における障害物情報、各

人の入退出情報、個人が特定される座席の情報、などを利

用することで追跡精度を向上させることに成功した。 
[情報フィルタリング] 
①情報フィルタリング技術の応用例として、Web 上の情

報の扱いに関して検討を行った。店名を知っている場合

であれば評判だけをほぼ的確に収集できる方式（評判検

索エンジン：SACwRApper）を開発した。

（http://sakura.main.ist.hokudai.ac.jp/sakura として

公開中）。 
②メールを含む各種文書の効率的な自動分類方式を提案

した（特許１件ならびに論文発表）。分類結果が、“ポッ

プアップワード”と呼ばれる特徴的な単語により表示さ

れるため、思いがけない発見に繋がることがあり得る。

（特許１件）。 
③「粒度」を基にした効果的な表示形式を検討した。扱う

情報の種類と程度に関するパーソナライズとして、特に、

程度に関して「粒度」の利用を提案した。今後のこの方

向へ重要なヒントとなると考えている。また、高速な検

索においても有用な考え方であり、実際、ペットロボッ

トによる情景中の対象物探索において高速な探索を実

現できることを確認した。 
 
２）システム構築に関する成果 

パーソナライズドメールクライアントならびにソフト

認証を行う二つのシステムを構築した。 
① 高齢者・初心者向けメールシステム(RMS)の開発： 

このメールシステム

では、個人毎に入出力

方式が自由に選択でき

る上、ペンのみによる、

あるいは、声だけによ

るメールのやり取りが

可能である。これによ

りパソコンの初心者に

おいても無理なくメー

ルの送受信が行えることを確認した。実際に、高齢者（６

０歳～８２歳）５名に約３ヶ月間利用していただいた結果

として、これまでにパソコンを全く使った経験のない４名

全員もほぼ問題なく利用でき、また、家族や親戚とのメー

ル交換に楽しみを見出したとの報告を受けた。 
② 天井赤外線センサーネットワークによる個人追跡： 
天井に取り付けた体温の変化を検知する赤外線センサ

ーをネットワークで繋ぎ、入口でバイオメトリクス認証さ

れたユーザを継続的に追跡する方式を開発した。入退出で

の認証情報と各個人席への着席情報を加えることで、４，

５名が普段の作業をする環境において全員を 2 時間程度

継続追跡できることを確認した（現在論文投稿中）。 
③ 椅子設置圧力センサーネットワークによる個人認証： 

椅子に取り付けた圧力センサーにより１０名程度まで

なら９７％程度の精度で個人を認証できることを示した。

また、この圧力センサー情報を利用して、キータイプや休

憩などそのユーザが行っている大まかな作業に関する分

類も可能であることが判明した（現在論文投稿中）。 

３．むすび 

生活の場

において、

自然で豊か

な通信を行

うための方

式として、

心理的・物

理的に生活

の障害とな

らないユー

ザの認証、および、利用者の好む装置や形式で通信機器を

利用できるようにするためのシステムのパーソナライズ、

に関して検討を行った。 
各種の理論的検討に加え、実際に、人物追跡（経時的認

証）と個人認証を行うシステム、ならびに、高齢者がペン

だけあるいは声だけでメールを送受信できるシステムを

開発した。これらのシステムを利用することで、多数の高

齢者が同居する家などにおいて、椅子に着席することで利

用者が自動的に認証され、その人の使いやすい状況や操作

方式で、例えば、ペンだけを用いて、携帯の孫などとのメ

ールのやり取りが行える見通しを得た。 
今後、これらの方式をさらに発展させることで、場所や

時間を問わず、生活の場で自然に各種の情報通信サービス

が行えると期待される。 
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